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五所川原市人事行政の運営等の状況の公表
　条例に基づき、市職員の給与などの状況についてお知らせします。
　詳しくは、市ホームページでも閲覧できます。

職員数に関する状況

　⑴ 総職員数（平成29年４月１日現在）

区分 条例定数 職員数
市長事務部局 440 369
議会事務部局 7 4

監査委員事務部局 3 3
選挙管理委員会事務部局 4 2
農業委員会事務部局 12 7
教育委員会 100 67

水道事業事務部局 45 32
計 611 484

　⑵ 職員数の増減（各年４月１日時点）

職種 H28 H29 増減
一般事務職 384 383 △1
保健師 17 18 1
医師 2 2 0

医療技術職・栄養士 4 5 1
看護師 3 3 0
専任教員 7 6 △1
技能労務職 31 29 △2
教育職 6 6 0
企業職 32 32 0
計 486 484 △2

分限および懲戒の状況（平成28年度）

分限処分 懲戒処分
免　職 ０件 免　職 ０件
降　任 ０件 停　職 １件
休　職 ６件 減　給 ０件
降　給 ０件 戒　告 ０件
計 ６件 計 １件

人事評価の状況
　職員がその職務を遂行するに当たり発揮した能力お
よび挙げた業績を公正に把握することで、能力と実績
に基づく人事管理を行うことにより、組織全体の士気
高揚を促し、公務能率の向上につなげ、最終的には住
民サービスの向上の土台をつくることを目的としてい
ます。

▽評価方法　能力評価および業績評価

▽評価期間　４月１日～３月31日
＊人事評価は、地方公務員法の規定により平成28年４
　月から実施が義務付けられています。

一般職員の勤務時間、休憩時間の状況
1週間の正規の勤務時間 38時間45分
1日の正規の勤務時間 7時間45分

開始時刻 8時30分
終了時刻 17時15分
休憩時間 12時～13時

一般職員の年次有給休暇の状況
付与日数（1年間） 20日

繰越限度日数（1年間） 20日以内
平均取得日数（平成 28年実績） 12.1日

職員研修の実施状況（平成28年度）
　当市では「五所川原市人材育成基本方針」基本理念
に基づき、五所川原市の未来を担う「魅力あふれる人
材」を育成するため「活力ある・明るく・住みよい豊
かなまち」の実現と「良質な市民サービスの提供」を
目指した職員研修を実施しています。
研修区分 研修名 受講者数

職員内部研修 業務・事務研修等 233人

派遣研修

自治大学校 2人
全国市町村

国際文化研修所 3人

市町村職員中央研修所 4人
青森県自治研修所

基本研修 91人

青森県自治研修所
選択研修 19人

実務研修 地域総合整備財団 1人

育児休業の取得状況

区　分
育児休業取得者数 平成28年度中に新たに

取得可能となった職員 取得率
平成28年度新規取得者数 前年度から取得中の者

男性職員 ２ ０ ８ 25.0%

女性職員 ３ ４ ３ 100.0%

計 ５ ４ 11 45.5%
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職員の給与の状況

　⑴ 人件費等の状況（平成28年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（H29.1.1）

歳出額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率
（B／A）

27年度の
人件費率

56,757人 30,919,122千円 743,759千円 3,386,341千円 11.0％ 10.5％

　⑵ 職員給与費の状況（平成28年度普通会計決算）

職員数
(H28.4.1)

給与費
1人当たり給与費

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計
406人 1,466,244千円 171,886千円 531,230千円 2,169,360千円 5,343千円

＊職員手当には退職手当および児童手当は含みません／給与費については、再任用短時間勤務職員の給与費が
　含まれており、職員数には当該職員を含んでいません
＊普通会計とは、一般会計と高等看護学院特別会計を合わせたものです

　⑶ 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成29年４月１日現在）

区　分
①一般行政職 ②技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
（国ベース） 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

（国ベース）

五所川原市 42.1歳 309,800円
347,845円

（333,017円）
53.0歳 329,000円

358,866円
（344,911円）

国 43.6歳 330,531円 ―
（410,719円） 50.6歳 286,833円 ―

（328,360円）
＊「平均給与月額」は、給料月額、扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の合計額
　「（国ベース）」は、時間外手当等を含まずに公表されている国家公務員の給与と同じ方法で再計算したもの

　⑷ 一般行政職の級別職員数等の状況
　　（平成29年４月1日現在）

区　分
標準的な
職務の内容

職員数
（人）

構成比
（％）

1年前の
構成比（％）

7級 部長 6 1.8 2.6
6級 参事 6 1.8 0.9
5級 課長 32 9.2 9.2
4級 課長補佐･主幹 142 41.0 40.6
3級 係長･主査 45 13.0 15.9
2級 主任 62 17.9 13.8
1級 主事 53 15.3 17.0

計 346 100.0 100.0
＊五所川原市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数で
　す／標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な
　職務です

　⑹ 特別職の給料・報酬月額の状況（平成29年４月１日現在）

区分 給料・報酬月額
期末手当

支給割合
加算措置

6月期 12月期 年間（計）
市長 834,000円 1.45月分 1.6月分 3.05月分 20％
副市長 681,000円 1.45月分 1.6月分 3.05月分 20％
教育長 608,000円 1.45月分 1.6月分 3.05月分 20％
議長 425,000円 1.45月分 1.6月分 3.05月分 20％
副議長 381,000円 1.45月分 1.6月分 3.05月分 20％
議員 352,000円 1.45月分 1.6月分 3.05月分 20％

　⑸ 職員の手当の状況（平成28年度決算額）
　支給職員1人当たり平均支給年額
期末手当・勤勉手当 1,382千円

退職手当 19,161千円
地域手当 1,259,184円

特殊勤務手当 222,688円
時間外勤務手当 120,817円
扶養手当 207,897円
通勤手当 70,879円
住居手当 267,974円
管理職手当 423,214円

管理職員特別勤務手当 3,000円
初任給調整手当 2,836,000円
休日勤務手当 27,159円
寒冷地手当 65,208円


